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三次市議会 

広報広聴常任委員会 

 



 

令和３年度 高校生との意見交換会 三次高校 

 

１ 目的 

 三次市議会議員との交流，意見交換を通して，生徒の社会参加に対する意欲を

高め，市政に参加することを実感させる。 

 

２ 実施日 

 令和３年１１月２９日（月） １３：３０～１４：２０  

 令和４年 ２月１４日（月） １３：３０～ 

 

３ 内容 

参加者：議員 ２０人 生徒：１５８人（４クラス） 

 高校１年生の生徒が現在作成中の「三高アクションプラン」（企画書下書き）

について報告をし，議員は報告について講評を行い，地域を題材とした意見交流

会を行う。前半と後半のグループ（議員１人に生徒４～６人）に分かれ，１グル

ープ２０分で報告及び講評を行った。 

 意見交換終了後には，高校生及び議員にアンケートを実施。 

 

グループ分け 

 前半 後半   前半 後半 

小田 Ａ－① Ｃ－①  横光 Ｂ－① Ｄ－① 

新家 Ａ－② Ｃ－②  大森 Ｂ－③ Ｄ－③ 

藤井 Ａ－③ Ｃ－③  新田 Ｂ－④ Ｄ－④ 

月橋 Ａ－④ Ｃ－④  宍戸 Ｂ－⑤ Ｄ－⑤ 

掛田 Ａ－⑤ Ｃ－⑤  保実 Ｂ－⑥ Ｄ－⑥ 

藤岡 Ａ－⑥ Ｃ－⑥  山村 Ｂ－⑦ Ｄ－⑦ 

徳岡 Ａ－⑦ Ｃ－⑦  中原 Ｂ－⑧ Ｄ－⑧ 

増田 Ａ－⑧ Ｃ－⑧  伊藤 Ｂ－⑨ Ｄ－② 

杉原 Ａ－⑨ Ｃ－⑨  重信 
Ｂ－⑩ Ｄ－⑨ 

齊木 Ｂ－② Ｃ－⑩  山田 

  

２月１４日にはアクションプランの発表会として，「三高アクションプランコン

テスト」に参加した。４会場に分かれ，各会場約１０グループの発表を聞いた。

１グループ５分程度で発表を行い，議員は質問をしながらプランに関する評価

を評価シートへ記入した。その評価を総合して，後日グランプリが決定された。 



 

会場分け 

会場１（４２１教室） 保実 鈴木 重信 徳岡 

会場２（４１１教室） 小田 齊木 藤井 掛田 

会場３（４１２教室） 竹原 杉原 伊藤 藤岡 

会場４（４１３教室） 横光 新田 月橋 増田 

 

４ まとめ 

 今年はグループワークを前半後半２グループに分けて行ったため，１グルー

プの生徒と交流をする時間が短かったので，十分な講評ができなかったことが

心残りである。「アクションプラン」というテーマがあることで，生徒の興味の

あることは共有しやすく，地域への課題意識をもってもらうことができたと思

う。継続して実施する「プラン」のようなので，引き続き頑張ってほしい。 

 広報広聴常任委員会で報告書を作成し，全議員へ報告の後，三次高校へ渡すこ

とで報告とする。 

 

※意見交換会では，換気や各自マスクを着用，手指消毒を実施するなど感染症対

策を講じた上で実施した。 

  



高校生からの意見に対する考察及び議員からのメッセージ 

 

アンケートに書かれていた意見について，多かったもの等を選び，考察や生徒へ

のメッセージを考えました。 

 

１ 高齢者だけでなく若い人のための取組もしてほしい 

 三次市においては，約５０，２００人の人口のうち，令和４年２月現在で６５

歳の高齢者が約１８，１７５人おられます。今後も高齢者の支援は，必要とされ

ることと考えています。 

 若い皆様におかれましては，あらゆる分野でデジタル環境を最大限に生かし

ていただきたいと思っております。 

 読書をする中で次のような記事を目にしました。「２０歳代での自分への投資

が将来的に大きな利益を得ることになる」と。 

 三次市では，国際交流推進事業やウチソト“ツナガリ”つなぐ事業などがあり

ますが，これからは，デジタル端末も最大限に有効活用し，若い皆様のスキル向

上と経験の幅を広げる環境づくりを目指して参ります。 

 

２ 大人になったときに三次に戻ってきたいと思えるまち，戻ってきて暮らし

やすいと思えるまちにしてほしい 

三次に戻って暮らす場合に，仕事と住居が大切となってきます。仕事は，企業

誘致や新たな産業の創出を進めて雇用増に努め，住居は宅地や空き家の利用を

進めていきます。また，結婚して帰ってきた時に，子どもを産みやすい育てやす

い環境の整備，教育や医療の充実を図っていきます。三次の良さは，人の良さ，

子育て環境の良さだと思います。笑顔で元気あふれる地域であるように，ＩＣＴ

も活用しながら子供たちから高齢者まで，みんなが笑顔で過ごせる三次市であ

るように 『子育てしやすい三次，生きがいの持てる三次，誰もが暮らしやすい

三次』を目指していきます。 

 

３ 議会や議員との距離が遠いので，身近に関わる機会があったらいい 

高校生の皆さんは日常生活の中で，地域や三次市全体のことを考えることが

ありますか。「どうすれば住みやすくなるのか？」「このようにすれば便利になる

のに」それをどうすれば良いか，そのようなことを生徒同士で話し合って，議員

に相談してみてください。議員は本気になって，皆さんと一緒に考えるでしょう。

気軽に声をかけてください。日頃思っているような雑談でも，いいですよ。お待

ちしています。 

 



４ 今日の企画を少しでも使ってほしい，企画をサポートしてほしい。 

アクションプランを聞かせていただきました。皆さんが三次のことを真剣に

考えていることがつたわりました。このプランは２年生・３年生と立案から具体

的な取組へと繋がっていくと聞きました。市民の皆さんへＳＮＳを使っての情

報発信や，ポスター・チラシの作成配布，研修会や講演会の計画等，これらを具

体的にどう進めるかについて相談する事が私たちに出来ることかと思います。 

 ＊議会事務局等を通じて連絡をいただければ，各議員が個別にＳＮＳ等を使

って具体策に意見を送ることができると思います。 

 

  



１１月２９日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２月１４日の様子 

 


